
 

     

最終号「 心の強い人 を目指して 」 
今年１年の成長 

「１年を３ｃｍと仮定すると、１年生は６歳だから１８ｃｍ、２年生は２１ｃｍ、３年生は

２４ｃｍ、４年生は２７ｃｍ、５年生は３０ｃｍ、６年生は３３ｃｍ・・・」そんな話を子ど

もたちにしたのは、４月の朝礼でした。そして、１年が経ち、

３月の朝礼を迎えました。１年が３ｃｍだから、それぞれ３ｃ

ｍずつたして、生きた時間が長くなりました。どうでしょうか、

３ｃｍ分、成長できたでしょうか？ 

                 人生１００年時代 

   人生１００年時代と言われます。だから、３００ｃｍ生きることになりますね。子どもたち

は、あと２６０ｃｍ以上残されています。（あくまで、平均値のお話で抽象的な表現ですが。）

この２６０ｃｍが、子どもたちが生きていく「未来」であり、それぞれがより豊かな未来を築

くために今を懸命に生きています。加斗小学校では、それ

を学校教育目標と定め、「未来創造」として取組んで参りま

した。 

    幸せに生きること 

 子どもたちには、「やりたいことを思いっきりやる」人生

を送って欲しい、そう願っています。最後の朝礼でも、そのように話しました。それぞれが唯

一無二の個性を発揮して、幸せな人生を送って欲しい、そう願うからです。ただし、じぶんの

やりたいことを思いっきりやるためには、いくつかの条件があります。 

            「 やりたいこと 」 と 「 やるべきこと 」 

   いつも気がつけば、「やりたいこと」と「やるべきこと」に囲まれて生きていきます。家に

帰って、「宿題をしないといけない→やるべきこと」と「友だちと遊びたい→やりたいこと」

という二つの状況と感情の葛藤が、せめぎ合いをします。そんな時には、必ず「やるべきこと」

を優先してしっかりと行うこと、そう子どもたちには伝えました。それが、幸せにつながると。

宿題を優先して行う→勉強が出来るようになる→ほめられる→うれしい→また頑張ろうとい

う気持ちになれる・・・これが、プラスのスパイラルです。 

心の強い 人となれ 

   でも、実際にはそううまくはいきません。自分の心の中には「弱

さ」があり、やりたいことを優先してしまい、マイナスのスパイラ

ルに落ち込んでいくことがあります。私は、そこで、子どもたちに

は、「 心の強い人となれ 」という言葉を贈りました。未来を創造するための根底にある心。

「底力（ソコヂカラ）」を鍛えて、幸せな未来へのトビラを、力強く開いて欲しいと思います。 
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いのちの教育 みつける教育 つながる教育 みらい教育（４つの視点で、未来を創造する） 

未 来 創 造 みらいそうぞう

自分の未来・ふるさと小浜の未来・社会の未来を切り拓く人材の育成



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御礼 ありがとうございました 

地域のみなさま 保護者のみなさま 

 長い間、この「未来創造」をお読みいただき、あ

りがとうございました。私 本校校長 松宮亨は、

今年度を持って、加斗小学校を去ることになりまし

た。大変お世話になりました。私は、加斗小学校で

勤めさせていただき、大変幸せでした。皆さまのと

ころに、お礼を申しに参るべきところですが、でき

ぬことをお許しください。離任の式を２２日（金）

に行います。また、２９日（金）の夕刻までは、小

学校で職務を全うさせていただく所存

です。また、４月以降の加斗小学校も引

き続き、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な行事予定 ３月１５日（金）～３月３１日（日） 

３月 

15 日（金）卒業証書授与式 

20 日（水）春分の日 

22 日（金）修了式 （離任式） 

25 日（月）学年末休業（～３１日） 

・・・・・保護者の皆さまへ  お願い・・・・ 

＊児童が欠席する場合 

◎必ず、学校に電話をかけて下さい。 

平日７：３０ ～１７：００ （５２－５１４１） 

◎右の QR コードからご連絡下さい。 

・平日の上記時間帯以外 

・および休業日（登校日以外） 

いのちの教育 みつける教育 つながる教育 みらい教育 （４つの視点で、未来を創造する） 

「 幸せな人 」とは「 自分は幸せ、と思える人 」 
 Well-being を「幸福」と、とらえる人が増えたように思います。以前は、福井県は日本一幸

福なところだとし、「幸せ」を Happy という英語をあてて、「はぴりゅう」や「ハピネス」など

が街にあふれました。しかし、Happy は一過性の感情で「うれしい」という意味に近いとされ

ました。そこで、なにやら急に脚光を浴び始めた言葉が Well-being. Well は、「良い・良好な」、

being は「状態」という意味なので、Well-being は「よい状態が継続していること」、という

ことです。「幸せだな～」って感じて、生きているということ、 

です。 

 世界一幸福な国としてしられる「ブータン」。しかし近年、その 

「幸福度」は急落しているのだそうです。「かつてブータンの幸福 

度が高かったのは、情報鎖国によって他国の情報が入ってこなかっ 

たから。今は情報が流入し、他国と比較できるようになったことで、順位が大きく下がった」と

いわれています。以前にもお話しましたが、「人は人と比較しなくなると、心は軽くなる」ので

す。人と比べると、自分は不幸であるかのような錯覚に陥る動物なのです。 

 

 大金持ちの名誉ある人が、いつも文句を言ってため息をついている。幸せでしょうか？健康

でお金もあり、たくさんの友人がいるけれど、毎日がつまらない。幸福な生き方と言えますか？ 

 

                   小浜市立加斗小学校の学校経営方針の柱のひとつに

『子どもたちが個性を発揮し幸福（Well-Being）な人

生を送るため、「すべての子どもたちにとって楽しい学

校」の実現を目指す』としました。幸せなとは何です

か？と問われると、私は即答します。幸せな人生とは、

「自分は幸せです。」と思える生き方です。 


